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研究成果概要 
 雷雲や雷放電の強い電場で加速された電子から大気中でガンマ線が発生し、それによ

る窒素や酸素の原子核との光核反応がおきるなど、「高エネルギー大気物理学」と総称で

きる、宇宙線物理・地球物理・天文学にまたがる学際分野が誕生しつつある。これまで

は「ガンマ線」の観測を中心に展開してきたが、最近の宇宙線観測では、雷雲の強い電

場で宇宙線シャワーが影響を受け、地上に到達するミューオン量が影響を受けていると

いう指摘がある。本研究では、多地点モニタリング観測を拡張し、冬季雷雲において宇

宙線ミューオンが影響を受けるかを観測的に検証することを目指している。 
 提案時には、乗鞍観測所での夏季雷・夏季雷雲の観測を実施することを想定していた

が、2020 年度は新型コロナウイルスの蔓延と感染防止の観点から、本観測所での観測は

行わず、今後の観測に向けた基礎研究と冬季雷雲の観測に集中した。 
金沢を中心とした地域にシチズンサイエンスの手法も取り入れた雷雲放射線のマッピ

ング観測網を構築する「雷雲プロジェクト」では、これまでに展開した観測装置の維持、

解析、論文化を進めるとともに(末尾参照)、理論モデルの構築を進めた。こ NHK サイエ

ンス ZERO や Nature 誌の特集記事(2021 年 2月 17 日付)にも取り上げられた。 
また、ガンマ線の測定に加え雷雲の通過に伴う宇宙線ミューオン成分の強度変化を検

出できる検出器システムを目指した基礎開発も進めた。特に、細長い円弧状のプラスチ

ックシンチレータの両端を２つの光検出器で読み出し、それらの光量比から宇宙線ミュ

ーオン成分の到来方向を感知するシステムのプロトタイプを制作し、実験を進めている。 
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